
一式

一式

産業廃棄物処理業者へ委託する場合は、マニフェストシステムによる。

電 気 設 備 工 事 特 記 仕 様 書

Ⅰ．　工　事　概　要

Ⅱ．　工　事　仕　様

１．共　通　仕　様

一

般

共

通

事

項

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

～

～～

～

電

気

時

計

・

拡

声

電

話

時報親子時計

壁付アッテネータ 

壁掛形スピーカー

子　時　計

壁掛形親時計

〃

〃

〃

〃

床上～中心

〃 （和室）

壁付位置ボックス（一般）

集合保安器箱

端子盤（室内）

警　報　盤

操作スイッチ

手元開閉器

壁掛形制御盤

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～下端

床上～中心

〃

〃

〃

〃

〃

（鏡上）

（踊場）

（一般）ブラケット

（土間）

（台上）

（和室）

身体障害者用スイッチ

スイッチ

分　電　盤

引込開閉器

取引用計器電

力

共

通

電

灯

動

力

名 称 名 称 測 点測 点

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～中心

台上～中心

床上～中心

１５０

３００

１１００

１３００

２０００

２１００ ２３００

８００ １３００

３００１５０

２３００

１３００

２３００

２３００

１５０

３００

２００

３００

２３００

１３００

１５００

１５０

（上端１９００以下）

１９００（上端 以下）

（上端１９００以下）

１８００ ２２００

１８００ ２０００

床上～中心

地上～窓中心

機

知

報

火

示

表

災

テ
レ

ビ

共

同

受

信

ン

ホ

｜

タ 

ン

イ

液化石油ガス用検知器

表示灯

べ　　ル

発信機

機器収容箱

受信機・副受信機

機器収容箱

〃 （和室）

直列ユニット（一般）

保守用インターホン

連絡用インターホン

身体障害者用表示灯

身体障害者用復帰ボタン

身体障害者用呼出ボタン

身体障害者用子機

身体障害者用親機

〃

壁付

電源箱

押ボタン

ベル・ブザー・チャイム

壁付発信器

表示盤

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

床上～中心

床上～中心

天井下～上端

床上～中心

床上～上端

床上～中心

２３００

１５００８００

１５００８００

１５００８００

位置ボックス壁付壁付コンセント（一般） （一般）

２３００

１３００

２３００

１３００

１３００

１１００

９００

１５００

２３００

１３００

１３００

２１００

１５００

～

～

～

～ ２５００

１５００

１５００

天井下～上端

鏡上端～中心

③　機器の標準取付け高さは下表による。

～

～

天井下～上端

〃

〃

〃

〃

２００

３００

１５０

３００

１５０

２００

３００

（和室）

取付高（mm） 取付高（mm）

線

配

管

配

気

ガス漏れ検知器

オイルサービスタンクの防油堤

床、天井、壁

防油堤

点検口

スリーブの穴埋（型枠の穴埋めを含む）

既設コンクリ－ト壁貫通・補修（ダイアモンドカッタ－）

既設コンクリ－ト床はつり補修

開

口

部

上記の開口部の補強

等の型枠

　壁ボード類の切込

軽量鉄骨下地天井

　　　貫通部型枠

梁、床、壁

　　　貫通スリーブ

梁、床、壁

埋込形分電盤・端子 補強を要するもの

補強を要しないもの（Ｏ．Ｂは除く）

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

特記した基礎

避雷針の基礎（　〃　）

テレビアンテナ基礎（　〃　）

自家発電機（アンカーボルトを除く）関

係

電

気
配電盤・制御盤の基礎

工事内容

機械の基礎

屋内

屋外

屋上

電気工事 建築工事 機械工事
工事区分

補強を要しないもの

電

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパー及び排煙口に至る配管配線

小便器用節水装置の配管配線

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部への電源供給

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部と操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ

防火扉レリーズ

電極棒

配線ピット及びふた

別途機器などへの接続

機械設備機器の制御盤以降の配管配線（接地共）（空調機、ポンプ、全熱交換器、自動水栓等）

機械設備機器の制御盤への一次側電源配管配線（接地共）

消火栓組込み機器収納箱内配線整理用端子台

　処分条件　　　　　　　　　　　　　　　　　

建設副産物の処理については、再資源化に努めるとともに、「再生資源の利用の促進に関する法律」「廃棄物の処理及び清掃

要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

また、工事に際しては、工事着手時に「産業廃棄物処理計画書」、工事竣工時に「産業廃棄物処理報告書」を提出すること

別 目分　 　品　 処　　　分　　　条　　　件　　　等

・が　　れ　　き　　類

　（コンクリート塊、　

アスファルト）

・中間処理場へ搬出

・廃プラスチック

・ガラス、陶磁器くず　
・金　　属　　く　　ず

・廃　Ｐ　Ｃ　Ｂ　等
「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正処理の推進に関する

特別措置法」に従い、届け出をし保管できるように

施設管理者に引き渡す。

に関する法律」「建築工事に依る資材の再資源等に関する法律」、その他関係諸法令等によるほか、建設副産物適正処理推進

図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の公共建築工事

又、施工に関しては電気設備工事監理指針（令和元年版）による。

２．特　記　仕　様

（１）

（２）

項目は、番号に○印のついたものを適用する。

特記事項は、○印のついたものを適用する。

１．建物概要

本工事に使用する機材などは、図面内機材表によるほか同等品以上とする。

同等品以上とする場合は、主任監督員の承諾を受ける事。

なお、材料及び製品については、グリーン購入法対象製品の使用をする事。

本工事の主任技術者は下記の資格を有する者とする。なお、監理技術者は

指定建設業監理技術者資格証を有する者とする。

・　一般用電気工作物　・　自家用電気工作物

・　監理指針でいう監理技術者

・　監理指針でいう主任技術者

工事現場におく電気保安技術者は、標準仕様書（Ｐ８）による

工事担当技術者の職務を補佐し、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

契約電力　５００ Ｋｗ 以上の場合においても、第１種電気工事士により施工を行う。

章 項　　　目

機　　　材１

主任技術者等の資格２

電気工作物

電気保安技術者

３

４

電気工事士５

・

・ 構 内 情 報 通 信 網 設 備

工事種目

建物別

及び屋外

雷　保　護　設　備・

（１）工事種目は○印のついたものを適用する。

２．工事種目・工事種別

・ 電　灯　設　備

・ 動　力　設　備

・ 発　電　設　備

・ 受　変　電　設　備

・ 電　力　貯　蔵　設　備

構　内　交　換　設　備

情　報　表　示　設　備・

・

拡　声　設　備

映　像　・　音　響　設　備

屋　外

工　事　種　別

誘　導　支　援　設　備

太　陽　光　発　電　設　備

自　動　火　災　報　知　設　備

テ　レ　ビ　共同受信設備

監　視　カ　メ　ラ　設　備

駐　車　場　管　制　設　備

防 犯・入 退 室 管 理 設 備

自　動　閉　鎖　設備

非　常　警　報　設備

構　内　配　電　線　路

構　内　通　信　線　路

テレビ電波障害防除設備

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

３．設備方式概要

工事種目は○印のついたものを適用する。

ＬＥＤ照明器具

照明器具の接地２

１

３

・照明器具は、接地する。

なお、金属管配線の場合は、配管を利用してもよい。

予備配管

・ＬＥＤの寿命は初期全光束の７０％に低下するまでの時間とし、４０，０００時間以上とする。

・埋込形分電盤からの立上り予備配管は、予備の、配線用遮断器４個以下の場合（ＰＦ２２）を１本、

５個以上の場合、（ＰＦ２２）を２本、天井まで立上げる。なお、スラブ天井の場合は、

天井又は梁下 ２００ｍｍまで立上げ、アウトレットボックスを取付ける。

二重天井の場合は、天井内まで立上げ、アウトレットボックスを取付ける。

４ 送り配線端子

５ ボックスの接地 ・照明器具及びスイッチ、コンセントのボックスには総て接地工事を施すこと。

電

灯

設

備

動

設

力

備
２

雷

保

護

設

備

１ 仕様詳細

インターロック

受

変

電

設

備

１ 仕様詳細 ・別図、受変電設備仕様による。

・別図、雷保護設備仕様による。

発 設

電 備

１ 仕様詳細

構

内

情

報

通

網

信

設

備

１ 仕様詳細 ・別図、構内情報通信網設備仕様による。

・別図、発電設備仕様による。　　別図太陽光発電設備仕様による。

１ 仕様詳細 ・別図、構内交換設備仕様による。

２ 電話機ヘの配線 電話機１台につき次のものを見込む。

０.６５－２Ｃ （・　２.０ｍ・　　　ｍ） ・　　EM-BTIEE　０.４－２Ｐ

・　２号ワイヤプロテクタ １.５ｍ

３ ローテンション ・　一般用　　　　個

保安器用接地 ・　本工事　　　　　　　　　　　・　別途工事

換

交

内

構

・ＴＩＥＦ　

１ 機器の接地 ・電動機容量 ７.５ ｋｗ以下の第Ｄ種接地工事は、配管を利用してもよい。

・火災信号により空調機、送排風機及びボイラなどを停止させる。

４

設

備

情

報

表

示

設

備

１ マルチサイン装置 別図、マルチサイン機器仕様による。

２ 出退表示装置 別図、出退表示装置仕様による。

３ 時刻表示装置 ・　親時計

・　子時計

・　 級　　　回線　　・　壁掛形　　・　自立形　　　　　　

・　アナログ　　　・　デジタル　　　　　　　　　　　　　　

４ プログラムタイマ 別図、プログラムタイマ仕様による。

５ 電子式チャイム 別図、電子式チャイム仕様による。

　Ｗ

映

像

・

音

響

設

備

１ 増幅器

２ スピーカー

別図、音響機器仕様による。

・　入力　　　　　　　　　　　　　・　ローインピーダンス型　　　　　　　　　　　

３ プロジェクター ・　液晶型　　・　　　インチ型　　・　天井吊型　　・　卓上型 

４ その他の機器 別図、機器仕様による。

１ 増幅器 ・　一般放送又は緊急放送が可能　・　非常放送は自動音声による　・　カットリレー　　　　　　　　　　　

・　卓上用　　・　キャビネットラック用　　・　デスク用　　

・　出力　　３０　　　　　　　　　　　　　　　　　

・　リモコンマイク

２ スピ－カなど 別図　スピーカー仕様による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３ 機器と配線の接続　　　 増幅器などの入出力路と配線との接続は、コネクタなどを取付けて行う。　

４ その他

拡

声

設

備

１ 音声誘導装置 別図、音声誘導装置仕様による。

インターホン２ ・　親機　　局型　・　呼出し表示灯及び復旧ボタン付　・　通話方式（　・　親子式　・相互式　）　・モニタ付

・　身障者用　　　・　点字説明板

３ トイレ呼出し装置 ・　親機　　　局型　　・　呼出し表示灯及び復旧ボタン付　　・　表示灯

４ その他 国際シンボルマークは、合成樹脂製とし、寸法 ｔ５×１５０×１５０ で白地に青とする。

誘

導

支

援

設

備

１ テレビアンテナ ＵＨＦ（　・２０素子　・ＵＨ－２０　ＵＬ２０（ＢＬ）　　　　　　　　　　　）

・　ＣＡＴＶ（引込工事調整共）　・既存より分岐

２ テレビ電波障害

調査工事

別図、調査工事仕様による

・　機器は４Ｋ放送対応品とする

テ

レ

ビ

共

同

受

信

備

設

・　ベースプレート（亜鉛メッキ）　・　ポール（亜鉛メッキ）

監

視

カ

メ

設

備

１ カメラ

２ ビデオモニター

・　ＣＣＤ方式　・ＣＭＯＳ方式　　・　白黒　　・　カラー　　・ネットワーク利用

３ 録画装置 ・　タイムラプス型　　・　デジタルレコーダー

・　　　インチ型　　　・　７２時間停電補償

４ 装置形式 ・　壁掛型　　・自立型　　・デスク型

駐

車

場

管

制

設

１ 仕様詳細 別図、駐車場管制設備仕様による。

防

犯

・

入

退

室

監

理

設

備

１ 仕様詳細 別図、防犯・入退室設備仕様による。

２ 工事範囲 ・　予備配管のみ本工事　　・　機器及び配管配線まで本工事

１ 火災報知装置 受信機　　　　・　単独　　　　・　連動制御器などと一体

２ 自動閉鎖装置 連動制御器　　　　・　単独　　　　・　火報受信機などと一体

自動閉鎖装置　　　・　防火戸用　ＤＣ２４Ｖ、　　　・　防火戸用　ＤＣ２４Ｖ、０.４ Ａ以下（ラッチ式）

・　防煙ダンパ用　　ＤＣ２４Ｖ ０.５ Ａ以下　遠方復帰機構（電動式）

・　防火シャッタ用　ＤＣ２４Ｖ ０.４ Ａ以下．

３ 非常警報装置 形　　　式　　　　・　埋込形　・　露出形　　　　・複合装置

４ ガス漏れ警報装置 受　信　機　　　　・　単独　　　　・　火報受信機などと一体

検　知　器　　　　・　液化石油ガス用　・　都市ガス（　　　　）用

・　ガスマイコンメーターとガス漏れ感知器を連動すること

１ インターロック

共事通項

火災信号により空調機、送排風機及びボイラなどを停止させるために、移報用有電圧

接点を設ける。

自

動

火

災

報

知

設

備

中

央

視

監

制

御

設

備

１ 仕様詳細 別図、中央監視制御設備仕様による。

１ 機　　　材 ・　一般用　　　　　　・　耐塩用

２ 外灯ポール 外灯ポールは、亜鉛付着量３５０ｇ／ｍ3（ＪＩＳ　Ｈ８６４１ 「溶融亜鉛めっき」に規定するＨＤＺ３５）

以上の溶融亜鉛めっきを施したものとする。

エッチングプライマー処理後、指定色仕上。

３ 埋　設　標

４ 標識シート 高圧地中線路及び、低圧地中線路に設ける。（ＧＬ－１５０）

５ ハンドホ－ル

内線名札

樹脂プレートに文字刻印としケーブルサイズ、用途、施工年月、業者名を記入のこと

構

内

配

電

線

路

備ラ

備

１ 埋　設　標

２ 標識シート

３

・　地中幹線路低圧地中線路に設ける。（ＧＬ－１５０）

構

内

通

信

線

路

ハンドホ－ル

内線名札

樹脂プレートに文字刻印としケーブルサイズ、用途、施工年月、業者名を記入のこと

Ｃ

共

通
（ＰＦ１６）

既設配管 配線保護部分

コンクリート貫通部分 スラブ天井（室　　名）

①　配線図中の図記号は、下表による。

（１）電線サイズなどが記号に傍記されている場合は、それによる。

（２）床隠ぺい配線の場合も適用する。

②　他工事との取合い事項は、下表による。

名　　　称記　号 記　号 名　　　称

・　非常用照明器具　（・　電源内蔵形　・　電源別置形）

・　有 ・　無灯　備

設電　 １ 照　明　器　具

Ｅ　Ｐ　Ｓ２

動　設

力　備

・　空気調和 ・　暖房 ・　冷房

・　給排水 ・　消火 ・　排煙

・　換気

・　昇降機

・　浄化槽

雷　設

保　

護　備

受　電　部１ ・　突　　針 ・　棟上げ導体 ・金属製笠木（別途）など

受　設

変

電　備

１ 設　備　方　式 ・　キュービクル式配電盤（・ＰＦ・Ｓ形　・　ＣＢ－１形　・ ＣＢ－２形　・ ＣＢ－３形）

電

力 形　　　　　式 ・　直流電源装置 ・　交流無停電電源装置１

構

内

情

報

信

網

設

備

通

１

・　１０００ＢＡＳＥ－Ｔ　　・　１０００ＢＡＳＥ－ＳＸ　　・　１００ＢＡＳＥ－ＴＸ

・　光ケーブル　　・　ＵＴＰケーブル　　・無線ＬＡＮ

構

内

交

換

設

備

１ 形　　　式

２ 電　話　機

３ 配　管　配　線

・　ボタン電話装置 ・　デジタル交換機 ・　ＩＰ交換機 ・　ＶｏＩＰサーバー

・　局線中継台

・　配管のみ本工事

・　一般型電話機（　１　台）

・　配管配線まで本工事（記：　　　　　）

情

報

表

示

設

備

１

・　出退表示装置

・　時刻表示装置

・　プログラムタイマ

・　マルチサイン装置 ・　

・　親時計

・　電子チャイム

・　時報子時計 ・　ポール時計（・太陽光・電波式）

映

像

・

・　ＣＡＴＶ

音

響

設

備

１

・　プロジェクタ　・　スクリーン　

拡

声

設

備

１ ・　非常放送用

誘

導

・　映像装置

・　音響装置

・　一般放送用

１設

備

援

支

テ

レ

ビ 備

設

信

受

同

共

１ 設備概要

監 設

備

カ

メ

ラ視

・　監視カメラ　　・　モニタ－装置　　・　録画装置

・　ＵＨＦ ・　ＢＳ・ＣＳ

・　音声誘導装置　　・　インターホン　　・　トイレ呼出し装置

・　受付呼出装置

設備概要１

駐

車

場

管 設

制 備

設備概要１

・　管制盤　　・　検知器　（　・　光電式　　・　ループコイル式　）　　・　信号灯　　・　警報装置

・　発券機　　・　カーゲート　　・　カードリーダー

監

理

設

備

防

犯

・

入

退

室

・　防犯設備　　　　　・　制御装置　　・　検知器　

・　入退室管理設備　　・　制御装置　　・　認識部　

設備概要１

自

動

火

設

報

知

災

備

設備概要１

・　火災報知設備 ・　自動閉鎖装置 ・　非常警報設備

・　ガス漏れ警報装置

構

内

配

電

線

路

布設方法１ ・　地中管路式 ・　架空線式

構

内

通

信

線

路

布設方法１ ・　地中管路式 ・　架空線式

１

２ 形　　　　　式 ・　屋内形 ・　屋外形

設貯

蔵 備

発 設 形　　　　　式１ ・　オープン式 ・　キュービクル式

電 備 ２ 原　　動　　機 ・　ディーゼル機関 ・　ガスタービン ・　太陽光発電

設備概要

設備概要

設備概要

設備概要

設備概要

設備概要

・　一般用照明器具

一式 一式 一式 一式

・　リピータ　・　ルータ　・　スイッチ　・　ファイヤーウォール　・　ネットワーク管理装置

・　多機能電話機（　　　台）

・　ダクタイル

・　ダクタイル

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式 一式

一式 一式 一式

一式 一式 一式

一式

一式

一式

・照明器具（非常用照明器具を含む）には、定格電流１５Ａ以上の送り配線が可能な端子を

取付けるものとする。｛（市販品）と表示されたもの｝

構内につくることが　　・　できる　　・　できない工事用仮設物６

７ 監督員事務所

８ 交通誘導員

足場類９

１０ 発生材の処理 発生材の処理は下記による。

（イ）引渡しを要するもの　（　・　無　　　・　有　　）

（ロ）産業廃棄物　　（　・　無　　・　有　　別表処分条件参照の事）

（ハ）建設リサイクル対象工事　（・　対象　　・　対象外　）

残土処理１１

１２ 工事写真 国土交通大臣官房官庁営繕部監修の「工事写真撮影ガイドブック 電気設備工事編　平成30年版」による。

１３ 完成図その他

１４ 耐震施工

（１）設計用水平地震力

　機器の重量「ｋＮ］に、次に示す設計用標準震度を乗じたものとする。

局部震度法による建築設備機器の設計用標準震度（Ｋｓ）

中間階

地階および１階

耐震安全性の分類

上層階、屋上および塔屋

設置場所 特定の施設 一般の施設

一般機器重要機器 重要機器 一般機器

１．５

１．０

１．５

１．０

０．６

０．６

０．４

２．０

１．０

０．６

１．５ １．０
（２．０） （２．０）

（１．５）（１．５）

（１．０） （１．０） （１．０）

（１．５）

（２．０） （１．５）

（１．０）

（０．６）

　＊（　）書きの数値は防振機器とする。

　＊上層階の定義は、次のとおりとする。

　　２～６階の場合は最上階、７～９階の場合は上層２階、１０～１２階の場合は上層３階、１３階以上の場合は上層４階

　＊下記に示すものは、重要機器とする。

（２）設計用鉛直地震力

　　　　・受変電機器　・盤類　・自家発電機器　・構内交換機器　・防災機器　　

　設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の１／２とした値とする。

（３）軽量機器等の耐震施工

１５

　重要機器を除く１ｋＮ以下の軽量な一般機器等の据付け、取付けについては、監督職員の指示による。

地中配線の建物への配線引き込み部の耐震処理（　・　ＦＥＰ方式　　・　地中箱方式）

はつり 既存のコンクリート床、壁などの貫通部の穴明けは、原則として、ダイヤモンドカッタ－による。

１６ 配管・配線その他 ・分電盤、制御盤以降、及び各通信機器間（幹線部分を除く）の配管、配線でその経路、

サイズ、本数は、設備機能を優先し、図面表示と多少相違してもよい。

・コンクリート打込みの位置ボックス及びジョイントボックスは金属製とする。

１７１７

ＰＣＢ使用機器の取扱については監督員の指示を受ける。

（　　　　　　号）

（　　人以上）

・別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。　　・本工事で設置する

(契約電力５００kw以上の自家用電気工作物に関する施工者は、電気主任技術者の監督のもと資格不要であるが、

・改良土プラント持込　　・構内敷均し　　・構内指定場所へたい積

建　　物　　名　　称 構　　　造 階　数 延面積（　　） 防火対象物の種別 耐震安全性の分類 備　　　考

塗装工事 塗料及び回数は標準仕様書による。

Ｅ Ｃ

・　金属製（防水形配線器具を除く）　　・　樹脂製（　　　　　　　　　　　　　）

１８ 支持金物その他１８ 屋外の支持金物、ボルト及びナットなどは、ステンレス製又は溶融亜鉛めっき仕上とする。

１９ 断熱結露防止 建築工事にて、ポリステレンフォーム板打込みの箇所に取付ける位置ボックス等は、

２０ フラッシプレート 断熱、結露防止処理を行う。

２１ フロアプレート

ベース

水平高低調節付（空転防止リング付）とする。

・砲金製　　　　・アルミ製

２２ 表　　　示 ・スイッチ、コンセント、ブランクプレート及びプルボックスなどで用途の判別し難いものは、表示する。

・線名札には「回路の種別｣、「行先」、「回路番号」を記入する。

２３ 呼　び　線 長さ１ｍ以上の入線しない電線管には１.２ ｍｍ以上のビニル被覆鉄線を挿入する。

２４ 寸　　　法 寸法は図面表示と多少相違してもよい。

２５ 接　地　極 接地極の材料は下表による。接地埋設標は刻印文字による表記とする。

（ＥＢは、Ｄ＝１４、Ｗ＝４０、Ｌ＝１,５００　ＥＰは標準図電力108による)）

接　地　の　種　類 記　号

共　　　同 ＥＰ

ＥＢ

１枚以上

２本 〃

６本 〃第Ａ種

第Ｂ種

第Ｄ種

第Ｃ種

Ｅ Ａ

Ｅ Ｂ

Ｅ Ｄ
ＥＢ 〃

力

２本

１本

６本 〃

〃

構　内　交　換　機　用

Ｅ ＡーＢ－Ｄ

接　　　地　　　極

ＥＰ １枚 〃
Ｅ ｔ

ＥＢ ２本 〃直流電源装置（陽極）

通信用（１０Ω以下）

通信用（１００Ω以下）・ＴＥＬ保安器用

拡声用増幅器（１００Ω以下）

Ｅ Ａｔ

Ｅ Ｄｔ

Ｅ Ｄ

６本

１本

１本

〃

〃

〃

Ｅ ＬＡ

Ｅ ＬＢ

ＥＰ

ＥＢ

１枚

２本

〃

〃

通

信

情

報

電

雷

避

Ｅ

Ｅ

ＬＨ

ＬＬ

ＥＢ

ＥＢ

ＥＢ

６本

１本

〃

〃

測　定　用

雷　保　護　設　備

高　圧　避　雷　用

低　圧　避　雷　用

Ｅ ０ ＥＢ １本 〃

２６ 再使用機器 取りはずし再使用機器は、清掃及び絶縁抵抗測定後、機能及び状態を確認の上取付ける。

絶縁抵抗 改修にかかわる電路については、施工前に絶縁抵抗を測定し監督員に報告する。

２８

２７

電線の保護 特記のない引き下げ部分及び露出部分の配線はＭＭにて保護する。

２９ ＥＭ電線 貫通部分の配線は、金属管などにて保護する。

ＥＭ電線の使用　（・　無　・　有　）

３０ ＥＬＣＢ回路の接地

３１ 他工事の特記仕様 機械設備工事及び建築工事の特記仕様は別図による。

機器などの接地線及び接地極は、共用しない。

同一盤内で漏電遮断機で保護されている電路と保護されていない電路に施設される。

３２ 合成樹脂管

（ＰＦ管）

１重管を使用すること。　エコ製品の使用（・無　・有）

３３ 施工業者名板 ・配電盤、制御盤類には施工業者名板を取付ける事。

　（表示内容：施工業者名、製造業者名、施工年月）

　（・配合設計書　・スランプ、共試体の圧縮強度試験成績書）を提出すること。

３５ 地中埋設標

イ）無筋コンクリートの設計強度は、18Ｎ/mm2とする。

ロ）鉄筋コンクリートの設計強度は、24Ｎ/㎜2＋温度補正とし、

３４ コンクリート強度

埋設標種類

コンクリート製(表示部:鋳鉄)

鉄製(ピン)

樹脂製

コンクリート

舗装仕様

舗装なし(土)アスファルト

ＲＣ造

改修

改修

改修

改修

改修

改修

トシ・アソシエイツ
株式会社 ナカヤマ・トシ設計

株式会社　ナカヤマ・トシ設計一級建築士事務所

一級建築士　大臣登録　第 161906 号

一級建築士事務所登録 第 1-50123 号

構造一級建築士　交付番号　第 5250 号　中山　俊治

E-01A1 S=NOS

A3 S=NOS
電気設備　特記仕様書

適切に処理を行うと共に　ノンアスベスト製品を使用すること。

適切に処理を行うと共に　ノンアスベスト製品を使用すること。

標準仕様書及び公共建築設備工事標準図による（いずれも令和4年版電気設備工事編）

住宅工事は公共住宅建設工事共通仕様書による（令和元年度版）

アスベスト成形板の処理は、「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和4年度版」に基づき

耐震装置は、次に示す事項を除き、すべて「官庁施設の総合耐震・対津波計画基準　令和3年改訂（国土交通省）」による。

・ハンドホール、マンホールのふたには用途別に「電力」、「通信」等とし、公道上では市標入りとする。

・屋外照明ポ－ルには市仕様の施工業者名板を取付ける事。
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就業改善センター大規模改修工事

1就業改善センター

就業改善センター

一式改修

一式改修

一式改修

第一種電気工事士の資格を求める)

改修

・Ｐ型　　・２級３回線　　　・マップ型　　　・　Ｒ型

４００＋Ｄ

Ｈ

ＧＬ

１
５

０

・一般敷地

粒調・砕石

（本復旧）
密粒度アスコン

（仮復旧）

５
０

１
５

０

３００４００＋Ｄ

・アスファルト舗装部

粒調・砕石

１
０

０
１

５
０

コンクリート

Ｈ

４００＋Ｄ

ＧＬ

・コンクリート舗装部

埋戻土 埋戻土 埋戻土

Ｈ

ＧＬ

埋設標示テープ
埋設標示テープ

埋設標示テープ

３
０

粗粒度アスコン配管埋設参考
埋設深さ　Ｈ

１　３００以上

２　６００以上

３　舗装下面から３００以上

４　　　　以上

埋　戻　土

１　山砂

２　真砂土

３　良質流用土

４　改良土

就業改善センター大規模改修工事


